
■大学生指導員の養成・確保に当たっての仕組みやフロー ■実証事業の検証・評価方法

■事業の実施体制図（学内体制に留まらず、地域の組織・団体との連携体制も示すこと）

周南市のスポーツ系部活動の地域移行に向けて協議を重ねている3
者の地域連携により、大学生指導員の養成・確保・派遣するシス
テムの構築を目指す（＠周南市_※1：2025年4月1日の設置に向けて
準備中／※２：中学生のスポーツ活動の受け皿_活動の場の環境整備中）

実施計画名 しゅうなん・スポーツコミュニティ・プロジェクト

事 業 概 要

周南市の全13公立中学校の部活動が「周南市地域クラブ」への移行が完了する2026（令和8）年度に向けて下記の3事業
を行い、大学生が指導員として地域の中学生のスポーツ活動を支えるための教育プログラムを開発し、周南公立大学のス
ポーツ資源を活かした「しゅうなんスポーツコミュニティモデル」を構築する。
事業①：地域に開かれた「中学生年代を対象とする地域スポーツ指導員」を養成するための研修会の実施および教材開発
事業②：上記事業①修了学生の中学校および中学生のスポーツ活動の場への派遣
事業③：大学生指導員人材バンク・マッチング・派遣・サポートシステムの確立

主催者には（※）を付してください

令和6年度スポーツ庁委託事業「感動する大学スポーツ総合支援事業」

②大学生指導員の養成・確保に関する実証事業 企画提案書（事業概要資料）
大学名 周南公立大学

事業①-1：研修会への参加人数（計100名以上）
事業①-2：研修会のプログラムおよび教材（学習目標の達成度を
研修課題およびアンケートから算出_平均70%以上）
事業②：大学生の指導員派遣（活動目標の達成度を対象中学生の
アンケートおよび派遣学生の自己評価から算出_平均70%以上）
事業③：大学生指導員人材バンク・マッチング・派遣・サポート
システムの確立（チェック項目・評価シートの作成）
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